
つむぐ

～「住んでよかった町」東広島へ～



共通だった２つの想い

〇 東広島では今後、更なる外国人人口の増加が予想されており、

一人ひとりが多様性を持ち、多文化を理解することが

大切になってくる

〇 発展途上国には、まだまだ支援が必要な地域も存在しており、

そのような地域へ貢献をしていきたい



１歩目として

HVPFの持つ「ベトナム」というリソースを活用し、

まずは、

①東広島に住む「日本人とベトナム人」の交流・相互理解の機

会

②東広島とベトナムの架け橋となり、２国間交流の推進

の２つを大きなテーマとした



①東広島内での交流

８月と１月に２度、イベントを企画し、

準備を進めていたが、両時期共に、

コロナ感染の拡大が見受けられたため、

中止を余儀なくされた。



①東広島内での交流

しかし、

企画の準備を進める過程で、

さまざまな気づきがあり、

これらをもとに今年迎える国交樹立５０周年を

盛大に盛り上げることのできる企画を中心に

準備・検討中



①東広島内での交流

国営ベトナムアンサンブルとの交流会を実施

市民を巻き込んだコンサートの実施は

叶わなかったが、内部交流を実施し、

来年度以降に向けた連携の強化を行った。



②２国間交流の推進

ベトナムへの渡航は叶わなかったものの、

ベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学の

日本学部の学生と連携をし、

学生間交流のオンラインイベントを計画中である。

また、５０周年記念のベトナム訪問団に併せて、

両大学の学生が主となり、ベトナムにて、

記念式典を計画している



②２国間交流の推進

「クアンチ省の高校生」と「東広島市の高校生」

のオンラインでの交流会を開き、

同じ戦争を経験している地域に住む若者同士の

意見交換や理解促進を育む場を計画中である。

※クアンチ省：ベトナム戦争時、北ベトナムと南ベトナムの

国境地帯であり、少数民族が多く住み、

ベトナム内でも最も貧困な地域の１つ



③その他

被爆地広島から、枯葉剤被害者への支援や

学びの均等な機会を得れていない

少数民族などへの支援を通じ、東広島市民の

多文化理解推進を今後、新たな形で実施していく予定



連携から得られたもの

広島大学ローターアクトクラブの

2本の柱どちらにも含まれる活動

国際理解ーベトナムの歴史や文化について知る

地域貢献ー東広島市内のベトナム人との交流



連携から得られたもの

ベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学の

日本学部の学生とのつながり



２０２３年度に向けて

〇 国交樹立５０周年を飾る企画の実施

〇 市民を巻き込んだ多文化理解の促進


